
核兵器のない平和で公正な世界へ連帯と共同を広げよう 

核兵器禁止条約発効後の歴史的な世界大会への参加を呼びかけます 
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議長 小畑雅子 
 働く仲間のみなさん 
 原水爆禁止 2021 年世界大会まであと 1 週間となりました。 

今年の世界大会は、2017 年 7 月 7 日に国連で採択された核兵器禁止条約が 1 月 22 日に発

効して、初めての大会となります。禁止条約を批准した国は 55 か国（7 月 12 日現在）とな

り、核保有国やその同盟国での世論調査でも核兵器禁止を求める世論が広がっています。日

本国内でも、「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」が 50 万筆を超えて広

がり、同趣旨の意見書を採択した地方議会は 593 議会（7 月 20 日現在）にのぼっています。 
一方、核保有国は、禁止条約に加盟しなければ直接の法的拘束力は受けないとして、引き

続き核兵器の近代化を進めています。バイデン米政権の対中戦略と中国の国際法違反の覇権

主義的行動による米中の対立のもとで、アメリカの同盟国である日本や韓国、オーストラリ

アやインド、ＮＡＴＯ加盟国らが、台湾への関与も含めて米国との連携を強めています。と

くに、アメリカの核抑止力にしがみつく菅政権が、禁止条約に背を向けるばかりか、日米軍

事一体化と軍事力増強に突き進んでいることは重大です。南シナ海や台湾海峡で米中の軍事

衝突が起これば、核兵器の使用が現実のものとなってしまいます。 
いま、核兵器をなくすことは喫緊の課題であり、核兵器禁止条約の批准国を広げることが

重要となっています。同時に、軍事一辺倒の政策や行動ではなく、国連憲章や国際法にのっ

とり、平和的解決、外交努力を行うことが不可欠です。 
こうしたもとで「被爆者とともに、核兵器のない平和で公正な世界を－人類と地球の未来

のために」をテーマに開催される今年の世界大会は、禁止条約の歴史的な意義を再確認し、

核保有国に対して違法な核兵器を「今すぐ廃絶せよ」、「核兵器禁止条約に参加せよ」と迫る

重要な意義を持っています。同時に、非核平和のアジア・太平洋のための国際連帯を発展さ

せるとともに、禁止条約に参加する日本を実現する決意を示す重要な意義を持っています。 
また、「黒い雨」訴訟での広島高裁判決を受け入れ上告を断念した菅政権に対して、すべて

の被害者の救済を求めることも重要な課題です。 
 
働く仲間の皆さん 
世界大会は、8 月 2 日に国際会議、同 6 日にヒロシマデー集会と現地企画、同 9 日にナガ

サキデー集会と現地企画、5 つのテーマ別集会や関連企画が行われます。 
2 日の国際会議では、核保有国のアメリカとイギリス、インド、核依存国のベルギー、韓

国、そして禁止条約の先頭に立つベトナムの代表が参加し発言します。6 日のヒロシマデー

集会では、来年 1 月に予定されている核兵器禁止条約第 1 回締約国会議の議長を務めるアレ

クサンダー・クメントさん（オーストリア大使）がゲストスピーカーとして参加します。9
日のナガサキデー集会では、第 10 回ＮＰＴ再検討会議主要委員会の議長を務めるサイエド・

アイディドさん（国連マレーシア大使）がゲストスピーカーとして参加します。 
核兵器廃絶の運動をリードする市民社会と国際政治をリードする国連や加盟国のリーダー

との交流も含め、自国政府の核兵器禁止条約への参加を焦点にした多彩な企画が盛りだくさ

んです。今年の世界大会もオンライン参加となりますが、昨年と違ってそれぞれの企画に参

加登録が必要です。職場や地域の仲間に世界大会の魅力を語り、参加登録をすすめましょう。 
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